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機械知能プログラム准教授
宮内優

健康社会実現のための流体シミュレーション 國図 園ll
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出身：兵庫県洲本市
趣味：料理
講義：流体力学基礎、流体機械、等
専門：流体力学、計算力学

ひとこと
研究では長い時間をかけて、ものごとを深く考える力を
養います。自分を大きく成長させるチャンスですので、私
たちと一緒に研究を行い、ともに成長しましょう。

研究内容
生体内流れのシミュレーション
► 脳動脈瘤内の血流シミュレーション
シミュレーションによる脳動脈瘤破裂に対する予測技術の開発しています。
► 声帯を通過する呼気流のシミ1レーション
呼気流による声帯振動のメカニズムの解明を試みています。
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声帯が閉じている瞬間

亨四果（右図）じ：L~ —~ . ~ 
声帯後方に渦が発生している 声帯が開いている瞬間

計測データを利用したシミュレーション技術の開発
► 医療機器よる血流計測を利用した高精度シミュレーション技術の開発
計測とシミュレーションを融合した革新的な医療機器の開発をしています。
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► ヒトの体の中にも様々な流れが存在し、それらを理解することで、病
気の新しい治療方法や生体機能を模倣した革新的な技術を開発

することができます。
► 生体内の流れの物理やコンピュータシミュレーションに関する高度な知
識を学ぶことができます。また、医師の方々 と一緒に研究を行うことで、

医療現場の現状や課題、ニーズについて知ることができます。
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脳動脈瘤の模式図

脳動脈瘤内の流れの様子
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抽出した血管形状
（青枠線内が脳動脈瘤）

A 
血流による壁面に作用するカ

脳動脈瘤破裂の高精度予測技術を開発し、病気に苦しんでいる世界中
の人々 に貢献する！
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II図
機械知能プログラム助教 この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
KOIKE HITONOBU ► 『トライボロジー』とは、表面のツルツルやサラザラといった摩擦や接触

出身：福岡県
趣味：筋トレ、ホークス（野球）、カラオケ、アニメ
講義： 3Dシミュレーション、機械と生活の中のトライ
ホロジー、実験・加工実習など
専門：トライボロジ一

ひとこと
チャレンジしたいことはありますか？学校生活をエンジョイ
してくださしね~！

研究内容
プラスチyクやセラミyクスで作襲した機械要素モデルの強度評価

じくうけ

► 水素エネルギー社会を見据えた特殊環境用の軸受の研究をしています。
軸受はボールやリングが組み合わさった転がり運動をする機械部品です。
電気モータ軸を支えたりエンジンや車輪など回転体と一緒に使われています。

► なせ滑るの？なぜ摩擦で壊れるの？長持ちするにはどうする？

そんなナゼ(。'・0・）？？を科学的に探究する手法を学べます。

くどう

► エネルギー機器や電気自動車、ロボットなどで使われる駆動装置ではテク
ノロジーの進歩により世の中の要求がだんだん高くなり従来の金属材料や
鉄鋼材料などでは、なかなか新しい機能を発揮できなくなってきています。

にかかわる科学です。皆さんがボールをつかんで投げたり靴を履いて

走ること、自転車を軽快に漕いだりスマートフォンを指フリックしやすい

のもトライボロジーが関係しています。

► 機械装置で消費するエネルギーロス

を減らし地球環境に役立ちます。
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研究内容
中低温排熱の有効利用に関する研究

► 発電施設や工場，ごみ焼却施設などで捨てられているような比較的
低い温度の排熱を利用して発電するシステムの開発

バーキンソン病等の筋緊張測定装置の開発

► パーキンソン病の主な症状の一つである「筋強剛」を測定する装濫の
開発および重症度の定量的評価方法の検討

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 限られたエネルギーを有効に活用して燃料の消費量を低減し， CO2
の排出量を減らすことで，省エネルギー・低炭素社会を実現すること
ができます．

► 筋緊張測定装置が実用化されれば，従来よりも正確に筋緊張の重
症度や治療の有効性を正確に表すことができ，治療方針の決定に
役立ちます．

► これらの研究では様々な物理量を計測するので，計測方法やデータ
の解析方法などを身に付けることができます．
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パーキンソン病の筋強剛測定

オーガニックランキンサイクル発電システムの開発

6 接触なしで測定、人工知能が本質を見抜く
ュ蹂品四翡忠忠

日園国

► こうした課題を解決するために新しい材料を使って機械要素の機能をアッ
プしたりする研究をしています。

乏瓢訟 研究発表に挑戦中の学生の
様子です。会社に見学に行ったり
技術者や研究者と実験結果を
議論することもあります。

実践的なコミュ能力を身に付け、将来の準備に役立ちます。
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軸受の実験の様子（左上）、ヘルツ接触の解析シミュレーション（右上）
部品加工写真（左下）、 表面が壊れる過程の連続観察写真（右下）

軸受の3Dモデリング（中央）

機械知能プログラム特別助教
KHIN DAGON WIN 

出身：ミャンマー
趣味：ヨガ。ダンス。
講義：機械知能工学実験t!J.□能センシングシステムなど

ひとこと
触れずにサイズや体重を測ることは本当に可能なのか？
AIを活用したセンシング技術とその進化は、どんな未来を
もたらすのか？最先端にふれて、未来を学ぼう一宮崎
大学。

研究内容
カメラを用いて豚の体重測定システム開発
► ケーブルカメラが1日に何度も豚舎をまわって、写真を撮りながら豚の体重
を自動で測る。 1台でたくさんの豚の体重を測れるのが特徴である。

► 自動で豚を「出荷用」と「育て続ける用」に自動選別するシステムもある。こ
れにより、人の手を使わずに、豚の体重管理や出荷の準備ができるスマー
トな農場づくりが実現できる。毎日数百の豚の体重測定する。

► 本システムでは3Dカメラを用い、豚の認識から体重推定までの全工程を
AIが自動で処理する。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 農場の人手不足を助けるために役立つ。宮崎は畜産がさかんな地域なの
で、この技術が使われることで、 スマート農業の発展にもつながる。たくさんの
豚を効率よく育てることで、食料を安定して届けることができ、新しい技術で
農業を進化させることもできる。

► 長時間の保育作業は、保育器の高さが合っていないと看護師の腰に負担
をかける。AIで姿勢を分析し、保育器の高さを最適化することで、負担を軽
減し、看護師の健康を守ることとなる。

► この研究を通じて、技術がどのように人の命や暮らしを支えているのかを学べ
る。今ある課題に気づき、それをAIやデジタルの力で解決する力が身につく。
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